
 

 

 

平成３１年度 

劇場・音楽堂等機能強化推進事業 

（地域の中核劇場・音楽堂等活性化事業） 

成果報告書 

 

 

団 体 名 (有)プーク人形劇場 

施 設 名 プーク人形劇場 

助 成 対 象 活 動 名 公演事業 

内定額(総額) 5,076 （千円） 

 

公 演 事 業 5,076 （千円） 

人材養成事業 0 （千円） 

普及啓発事業 0 （千円） 

 

 

 

 



1．事業概要 

（１）平成３１年度実施事業一覧【公演事業】 
 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 
入場者・参加者数 

主な実施会場 

１ 

人形劇団プークこどもの劇場

「だるまちゃんとてんぐちゃん・

くるみ割り人形」 

2019年 4～6 月  

2020年 2 月 他 「だるまちゃんとてんぐちゃん」 

演出：早川百合子 

「くるみ割り人形」演出：大橋友子 

目標値 1,575 

プーク人形劇場 実績値 2,573 

２ 
人形劇団プークこどもの劇場

「12の月のたき火」 

2019年 12月 
演出：岡本和彦 音楽：長澤勝俊 

出演：野田史図希・市橋亜矢子 他 

目標値 1,275 

プーク人形劇場 実績値 1,289 
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（２）平成３１年度実施事業一覧【人材養成事業】 

 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 
入場者・参加者数 

主な実施会場 
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（３）平成３１年度実施事業一覧【普及啓発事業】 

 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッフ等） 
入場者・参加者数 

主な実施会場 
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２．自己評価 

（１）妥当性 
自己評価 

社会的役割（ミッション）や地域の特性等に基づき、事業が適切に組み立てられ、当初の予定通りに事業が進め

られていたか。 

≪社会的役割≫下記 5つのミッションに基づき事業であり、一定の成果を上げるが出来たと自己評価しています。 

【①子どものための文化拠点】本事業を含め、子どものための文化事業を年間

通じて実施。 

【②人形劇日本センター】全国から教育者や演劇鑑賞団体の

来場、また海外からも人形劇の専門家が視察に訪れました。

公演作品は、次年度 52カ所に及ぶ巡回公演の予約を獲得。 

【③専門家の育成】3作品の演出家を次世代へと交代。 

優れた作品を次世代へ発展的に継承することと、若手の抜擢に力を注いだ。 

【④新宿地域の文化拠点】自治体や教育機関、地元町会・商店会との連携を進めたこと。 

【⑤社会包摂機能】一日中家族で楽しめる劇場として、子育て世帯の交流や居場所作りに貢献した。地元町会と

の連携を充実させることにより、近隣住民の参加者も多く、新規来場者を多く獲得。 

≪事業内容≫事業概要の通り 

≪事業実施状況≫比較的大きな変更点。●公演事業 No1：21 回公演から、28 回公演へ追加公演を実施。（詳細後

述）●No.２については、概ね予定通りに実施しました。 

助成に値する文化的、社会的、経済的意義等が継続して認められるか。 

プーク人形劇場は日本で初の人形劇専門劇場として 1971 年に開

設。以来、「子どもの殿堂」として、人形劇の創造・発信を続けてい

ます。全国からの年間来場者は、約 20,000 人。【右表：プーク人形劇

場 年間来場者数（全国地方別）】 

年間通じて子育て世代でにぎわう劇場は、高齢化の進む地元町内

会・商店会から、世代をつなぎ地域に活気をもたらす文化施設として

大きな役割を期待されています。自治会主催の夏祭りなどの行事で

も、文化芸術の面から貢献をしてきました。公演事業を通じ、近隣の

子育て世帯の参加も増え、地域会員との集いを開催するなど、地域連

携の強化を進めています。 

また、保育士・教員養成学校の授業の一環として、作品鑑賞と WS 参加が履修課程に取り入れられ、初等教育の

WS 講師の養成講座の希望を受けるなど、教育現場でも人形劇の教育的意義が認められています。 

また本事業では、若手とベテランがチームを組み、若手にも大役を与えることにも注力しました。各自が力を

発揮したことにより、人材育成と作品創造で一定の成果を収めることが出来ました。 

この成果を広く地域社会へ還元するためにも、劇作演出・WSリーダー・アートマネジメント等の統括的な人材

育成が必要となっています。また、巡回公演を実施する各地の団体からは、公演と WS の連動した事業など、各地

域に密着したプログラムが求められています。このような単なる公演活動に留まらないプログラムは、比較的安

価に参加できる機会を約束することが大切になります。公的助成など外部資金を獲得することによって、社会に

広く貢献する活動を継続することが可能になっています。 



（２）有効性 
自己評価 

目標を達成したか。 

今回の事業にあたり、設定した目標と指標、および検証（評価）は以下の通りです。 

＜目標１：観客動員数の増加＞ 

【指標①観客動員数】動員率および有料入場者割合を、これまでの数値と比較検証 

目標：公演数 36回以上／入場者数：2,865 名／入場率：80％以上と設定。 

結果：公演数 42回実施／入場者数：3,862 名／入場率：92％と、目標を大きく上回ることが出来ました。 

過去の同種事業と比較すると、2018 年以降より、入場率 85％以上の高い水準を維持しています。 

「12の月のたき火」においては、昨年より 1.9％入場率の下落が見られるが、有料動員率を比較すると今年度は

0.8％の上昇していることから、招待ではなく有料の観客が増加したことが伺えます。 

＜目標２：子どもと大人、両観客層の満足度を高める＞ 

【指標②観客動向・満足度】～アンケート結果による子どもと大人、両観客層の満足度～ 

公演事業１のアンケートにおける、子どもと大人の

満足度は 5段階評価で「非常に満足」「満足」が合計

で 86%。公演事業２では同項目において合計で 87.6%。

新演出による作品の継承が、舞台のクオリティをさら

に高め、大多数の観客に受け入れられたことが伺えま

す。 

 

＜目標３：地域との連携を高め、観客の満足に繋げる＞  

【指標③ 経済効果・地域連携】観劇半券チケットによる近隣飲食店割引サービス 

目標：利用店舗 8件から 12件へ、回収枚数は 100枚とした。 

結果：利用店舗 11件、回収枚数は 78枚と目標は未達でした。理由としては、半券を

保管していない店舗が複数あったことが挙げられる。提携店舗への保管の協力を求め

ると共に、回収作業の頻度を上げ、より正確な効果測定ができるように努めます。    

【新規来場者 46％】都内近郊からの新規来場者が増加してい

ます。アンケート集計からも、初来場者の割合は 46％となっ

ています。この成果の要因としては、自治体や教育委員会の後

援を頂き、都内の全幼稚園・保育園への公演チラシ配布する従

来の宣伝活動と共に、マスメディアに対する広報や、各演目の

専用 HP や SNS を活用することに注力したことが考えられま

す。地域との連携と広報宣伝力の強化によって、新しい観客層

の獲得が進んでいると推察できます。 



（３）効率性 
自己評価 

アウトプットに対して、事業期間が適切で、当初の計画通りに進んだか。 

アウトプットに対して、事業費が適切で、当初の計画通りに進んだか。 

≪事業期間≫ 

【公演事業１】『だるまちゃんとてんぐちゃん・くるみ割り人形』 

2019年 4～6 月・2020 年 2月 【要望時】計 15日 21ステージ→【申請時】計 19 日 28ステージに変更 

（理由）予約開始間もない 2019年 1 月時点でほぼ満席となり、同年 2 月に、翌 2020年 2月に追加公演を行う

事を決定し、事業を実施しました。 

＜事業時期の設定理由＞ 

作品の内容から、新しい友達を作る「新学期」にあたる 4～6月を設定し、追加公演は、まもなく卒業･卒園を

迎え、新生活への期待が膨らむ「年度末」に公演時期をそれぞれ設定しました。また WS とも連動し、GW の「こ

いのぼりづくり」や、新聞紙による人形作りなど、新しい友達と一緒に参加できる機会として設定しました。 

＜自己評価＞ 

2018年度事業と比較しても、入場率・満足度ともに増加し、次年度への期待も高まっています。これら結果か

らも、観客のニーズに応えた適切な事業期間だったと自己評価しています。また、7st の追加公演は、観客の要

求に積極的に応えた変更と評価しています。  

≪新型コロナウイルス感染症の影響≫2020年 2月に実施した追加公演は、1 月時点でほぼ満席の予約状況でし

たが、コロナウイルス感染症の影響により、120名程のキャンセルが発生。最終的に 2月追加公演の来場者は 947

名・入場率 86％でした。（感染拡大防止のための対策を施し、現在まで一人の感染者の報告もありません。）この

影響がなければ、全公演を通じて 97％以上の入場者が見込まれていました。 

【公演事業２】『12 の月のたき火』 2019年 12月 計 8日 14ステージ 計画通り実施。 

クリスマスの恒例公演として地域町会・商店会とも連携して臨み、地域のクリスマス恒例行事としての認知度

も上昇しています。昨年度に比べ新規来場者割合が 8.7％増。新規顧客の獲得が見られ、有料動員率・満足度共

にアップしていることからも、適切なアウトプットだったと自己評価しています。 

≪事業費≫ 

【公演①】15 日間 21 回公演から、19 日間 28 回へと

増やしたため、事業費は要望比 129.4％増（申請比

98.2％）。一方、収入は、観客動員の増加により要望比

143.6％増（申請費 115.6％増）となり、収益率が改善

しています。観客のニーズに応えた、効率的な公演事

業であったと評価しています。  

【公演②】ほぼ予算通りの執行状況でした。 

＜全事業を通じて＞ 本年度の特徴として、ネット等の広報活動に注力することで、新規来場者を獲得できてい

ることと同時に、紙媒体の広報物の削減にもつながり（チラシ印刷費 33％減）、事業費の効率化にも貢献してい

ます。また、全公演をほぼ満席で迎えることで、収益率が改善されています。また、毎年のようにチケット単価

の値上げを検討していますが、事業の助成採択を頂くことで見送ることが出来ています。 

 



（４）創造性 
自己評価 

地域の文化拠点としての機能を最大限に発揮する優れた事業であった（と認められる）か。 

 

 

≪劇場から全国へ、上質な人形劇を≫ 

 当劇場で行われる人形劇団プークの公演は年間８レパートリー・140 ステージにおよび、創造された作品は全

国へ巡回公演を行っています。 

本年度事業の、「12 の月のたき火」は、2018 年～2019 年の２年間継続実施し、国内 33 会場での巡回公演へと

発展しました。また、「くるみ割り人形」は、52 会場から 2020年度の公演依頼を受けています。優れた作品を全

国へ波及する芸術発信劇場の役割の一つを発揮できたと評価しています。 

加古里子さんの絵本を基にした『だるまちゃんとてんぐちゃん』は、国内様々な人形劇団も上演していますが、

加古里子さんは、「プーク友の会」の前身「プー吉クラブ」の初代会長を務めるなど、プークの様々な活動を、長

年にわたり支えて頂いていました。本年は 1年限りの上演許可を頂いての公演でしたが、今でも全国に各地から

愛され続けている作品です。今後も良好であった故人との友好関係に基づき、上演許可を頂いて公演を続けてい

きたい。 

【受賞歴】 『だるまちゃんとてんぐちゃん』 平成元年度 中央児童福祉審議会推薦作品 

『12の月のたき火』 平成 23 年度厚生労働省社会保障審議会児童福祉文化財特別推薦作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲▶WSの様子



自己評価 

地域の実演芸術等の振興など、地域の文化芸術の発展につながっていた（と認められる）か。 

≪地域に根付いた劇場≫ 

 人形劇専門劇場として開設した当劇場は、来年で設立 50 周年を迎えます。50年の歴史と実績ある活動に加え、

本公演事業を通じて、一般の方はもちろん、演劇・教育関係者、新進芸術家や芸能人、絵本作家など、全国各地

からの来場者があります。もちろん、渋谷・新宿の地元地域からも、歴史と創造性の高い人形劇場として、沢山

の期待を寄せられています。 

公演事業を通じ、町会・商店会との連携がますます活発になっています。公演や他非営利目的の WS、地域の夏

祭りの舞台運営などの幅広い活動に対し、渋谷区からの優良商店主の表彰も頂く等、プーク人形劇場への期待が

大きくなっていることを実感しています。他事業ですが、渋谷・新宿地域の商業施設と連携して開催した、国際

演劇祭「A-hoj！新宿」（アホイ！新宿）は、芸術文化による地域振興として、渋谷・新宿の区境を超えた連携へ

と発展しています。今後もこれらの期待に応えるため、劇場のとしての力量アップが求められています。（本年度

開催を予定していた「A-hoj！2020」は、コロナウイルス感染症の影響により、来年度へ延期。） 

≪他ジャンル芸術家との交流≫ 

「人形劇」の特色を、「人間劇」へ活用することを模索して、人形劇以外の実演家からの注目が高まっていま

す。実際に、当事業の WSに参加した実演家によって、人形や人形劇手法を用いた様々な作品が生まれています。

本年度の特徴として、他ジャンルの演劇ユニット・表現グループの主宰者自らが、当劇場の年間スタッフとして

の参加希望を頂いた。劇場にとっても、他ジャンルの実演家と協働を広げることは、活動の多様性を高めること

に直結します。地域からの多種多様な要請に応える力にもなります。彼らは現在雇員として活動を始めています。

今後も幅広くこのような希望に応えていきたいと思います。 

≪教育機関との連携≫ 

教育系大学幼児初等教育科の授業の一環として、本事業の公演と WS への観劇申し込みを例年受け入れていま

す。また、小学校での WS ファシリエーターの要請など、教育現場からも様々な相談を受けています。WS 講師や

スタッフに、人形劇専門家と前述の他ジャンルの実演家を配備することで、多角的なアプローチのできる劇場と

して、要望に応えるよう配慮しています。 

≪専門家の育成≫ 

本事業では、上演３作品全て、次世代の若い演出家の新演出として臨み、作品の継承と再創造を目的の一つと

していました。優れた作品を発展的に継承することは、現代演劇にとっても課題となっています。この課題を克

服するため、本事業では比較的長い上演期間を設定し、次世代演出家の育成の機会を作りました。アンケート結

果や、巡回公演の予約数からも、作品のクオリティが向上し、人材育成としても成果があったと評価しています。 

≪全国への波及≫ 

 『人形劇場ネットワーク』を発足し、全国に良質な人形劇を鑑賞するためのネットワークに尽力しています。

連携劇場の数は拡大し、全国巡回公演への推進力になっています。また、国際演劇祭「A-hoj！新宿 2018」の成

功は、各地の演劇祭との連携にもつながっています。今後の発展に大いに期待をしています。 

≪世界への発信≫ 

  1971 年以来続けている海外招聘公演は 24 カ国・55 劇団に及びます。また、海外公演や国際共同制作など、

日本の人形劇の国際発信を続けています。英文による「プーク人形劇場通信」を 1986年より毎年発行し、各国へ

配信と送付をしています。他事業ですが、2019 年 9 月、EU 文化都市の選定を受けたブルガリアの古都プロブデ

ィフにおいて「Spirits of Japanese Puppets」を上演し、好評を頂きました。今後の展開に期待しています。 



（５）持続性 
自己評価 

事業を通じて組織活動が持続的に発展した（と認められる）か。 

各事業終了後には、協力を頂いた関係者・団体と報告会を開き、実施状況と成果、改善点を検討しています。

報告会の成果は、次年度の活動計画に活用しています。 

また、プーク人形劇場、劇団プーク、スタジオ・ノーヴァ３社による株主総会「人形劇団プーク 統一総会」

を年 3～４回開き、活動方針・活動報告・予算・決算・新役員を討議・選定しています。これら討議の下、各事

業計画と実施状況をそれぞれ検証し、各事業の一層の発展を進めています。 

  

≪雇用者の推移と人材育成≫ 

 在籍年数の長い経験あるスタッフの高齢化が進

み、若手スタッフの獲得・人材育成が課題となって

いましたが、若い人材獲得を継続的な目標に掲げ

たことで、経営・事業運営面において次世代へ引き

継ぎが進み、改善が見られます。（右表参照） 

また、海外への研修派遣などの人材育成も積極

的に行う事で、若い世代の活躍もみられます。 

歴史ある活動を次世代へつないでいく為、一層

の新規雇用が求められています。 

≪プーク友の会 会員数の推移≫ 

 現在会員数は 451名(新規入会 179名／継続者 272名)。１年会

員・３年会員と選択可能。会員数は一時期落ち込みを見せたが、

近年、増加に転じています。前年度比 4.2％増。町会・商店会との

取り組みや、広報宣伝の強化が、賛助会員の獲得にも成果が現れ

てきました。 

≪全国の劇場音楽堂等ネットワークの構築≫ 

 「劇場の持つ社会性と芸術性に重きを置き、

各地の劇場・音楽堂との連携を拡げる」(プーク

人形劇場活動方針) この方針の下、プークと

の連帯に新規参入する劇場音楽堂が徐々に増

加し、ネットワークは拡がりを見せています。

今後も人材の育成を進め、企画性・芸術性の強

い作品の発信を続けることが重要と考えます。 

≪創立 50周年を迎える「プーク人形劇場」≫ 

 2021 年に創立 50 周年を迎えます。事業を続けることで、プーク人形劇場の歴史的・芸術的価値と、その役割

が一層鮮明となっています。地域に根付く劇場、子どものための文化拠点、地域の実演家の創造拠点であると同

時に、国内外へもネットワークを広げていく「人形劇センター」として、公演・人材育成・普及啓発の統括的な

事業計画を進めています。 

 

  


